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2
月
9
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
で
「
全
国
一
律
最
賃
の
実
現

と
賃
金
運
動
の
前
進
を
め
ざ
す
」

学
習
討
論
会
＆
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
・

東
京
春
闘
共
闘
会

議
、以
下
東
京
春
闘
）

が
開
催
さ
れ
、
1
6

8
人
（
東
京
土
建
は

52
人
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

主
催
者
代
表
の
荻

原
淳
東
京
春
闘
代
表

（
東
京
地
評
議
長
）

は
、
「
昨
年
東
京
春

闘
な
ど
が
実
施
し
た

最
低
生
計
費
試
算
調

査
結
果
は
生
活
実
態

の
厳
し
さ
と
要
求
の

切
実
さ
を
浮
き
彫
り

に
し
た
。
最
賃
1
5

0
0
円
は
ま
っ
と
う

で
、
控
え
め
な
要
求
で
あ
る
。
本

集
会
を
契
機
に
最
賃
運
動
が
加
速

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

国
会
議
員
の
間
で
も
、
最
賃
問

題
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
務
台
俊
介
（
自
民
党
・
最
賃

一
元
化
議
連
事
務
局
長
）
、
宮
本

徹
（
共
産
党
・
厚
労
部
会
長
）
、

末
松
義
規
（
立
憲
民
主
党
・
厚
労

部
会
最
賃
作
業
チ
ー
ム
長
）
議
員

が
集
会
に
参
加
し
、
各
党
で
の
取

り
組
み
、
国
会
で
の
活
動
な
ど
に

つ
い
て
発
言
し
、
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

米
田
貢
中
央
大
学
教
授
の
「
人

々
の
生
活
最
優
先
の
経
済
運
営
へ

の
転
換
を
」
と
題
し
た
基
調
講
演

の
後
に
、
最
低
生
計
費
調
査
結
果

の
詳
報
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
調
査
・
分
析
の
中
心
と
な
っ

た
中
澤
秀
一
静
岡
県
立
大
学
短
期

大
学
部
准
教
授
が
報
告
。そ
の
後
、

中
澤
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
、
4
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
各
分
野
か
ら
報
告
し
、
フ
ロ
ア

発
言
も
受
け
て
、
参
加
者
全
体
で

内
容
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。集

会
の
閉
会
に
あ
た
っ
て
井
澤

智
東
京
春
闘
副
代
表
（
東
京
地
評

事
務
局
長
）
は
、
全
国
一
律
最
賃

制
実
現
署
名
の
推
進
、
5
月
31
日

に
開
催
す
る
地
域
活
性
勤
労
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
成
功
な
ど
の
行
動

提
起
を
行
な
い
ま
し
た
。

168人が参加し、10人以上のフロア発
言もあり活気ある集会となりました

中澤さん

活発に話し合いが行なわれました
（中央は足立支部のイムさん） 壇上でアピールする東京土建の代表

【
中
野
・

書
記
・
上
山

将
之
通
信

員
】
中
野
支

部
は
1
月
20

日
、
支
部
会
館
で
「
オ
ー
ル
中
野

で
、
よ
り
よ
い
区
政
を
！

行
政

報
告
会
」
を
開
催
。
執
行
部
を
中

心
に
、
組
合
員
と
書
記
54
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

阿
部
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
で
開

会
。
本
会
の
趣
旨

を
藤
野
副
委
員
長

が
説
明
し
、
本
題

に
入
り
ま
し
た
。

経
理
担
当
課
長

か
ら
は
、
今
年
度

の
契
約
状
況
と
公

契
約
条
例
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
学
校
再

編
が
進
み
、
1
校
あ
た
り
30
億
円

を
超
え
る
工
事
が
続
く
中
野
区
。

公
契
約
条
例
制
定
を
前
提
に
、
準

備
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

耐
震
担
当
課
長
か
ら
は
、
新
た

に
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
助
成
制

度
が
始
ま
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
要
望
書
の
ト
ッ
プ
に
毎
年

記
載
し
て
い
た
、
い
わ
ば
私
た
ち

の
「
1
丁
目
1
番
地
」
。
区
議
会

へ
の
陳
情
、
会
派
へ
の
根
回
し
、

耐
震
協
を
通
じ
た
一
連
の
活
動
な

ど
、
十
数
年
か
け
て
地
道
に
続
け

て
き
た
こ
と
が
や
っ
と
結
実
し
て

き
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長
か
ら

は
、
区
役
所
の
移
転
を
は
じ
め
と

し
た
中
野
駅
周
辺
の
再
開
発
に
つ

い
て
。
企
業
や
大
学
の
誘
致
、
林

立
す
る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
、

中
野
駅
周
辺
は
昼
間
、
夜
間
と
も

人
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
開
発

の
光
と
影
を
両
面
見
な
が
ら
、
組

合
員
要
求
を
組
み
立
て
て
い
く
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

要
望
し
た
こ
と
を
議
会
や
行
政

が
ど
う
捉
え
、
施
策
化
し
て
い
る

の
か
。
い
わ
ば
「
答
え
合
わ
せ
」

の
場
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
毎
年
要
望
が
実
現
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
到
達
点
を

明
ら
か
に
し
な
が
ら
運
動
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

1
月
29
日
、
2
0
2
0
国
民
春

闘
勝
利
！
総
決
起
集
会
（
国
民
春

闘
共
闘
、
東
京
春
闘
共
闘
主
催
）

が
な
か
の
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
8
0
0
人
の
働
く
仲
間
（
東

京
土
建
は
2
8
5
人
）
が
た
た
か

い
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
荻
原
淳
東
京
春
闘
共
闘
会
議

代
表
は
「
富
め
る
者
は
ま
す
ま
す

富
み
、
労
働
者
は
貧
困
化
す
る
。

こ
の
理
不
尽
な
経
済
、
社
会
へ
の

怒
り
を
高
め
、
要
求
を
掲
げ
て
団

結
し
て
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
春
闘
の

時
期
こ
そ
活
発
に
対
話
し
組
合
員

を
ふ
や
そ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
野
村
幸
裕
国
民
春
闘
共
闘
委
員

会
事
務
局
長
は
映
像
を
使
い
な
が

ら
、
昨
年
実
施
し
た
最
低
生
計
費

調
査
の
結
果
を
示
し
な
が
ら
、
最

賃
を
直
ち
に
1
5
0
0
円
に
引
き

上
げ
る
必
要
性
な
ど
を
述
べ
ま
し

た
。各

職
場
、
単
産
か
ら
の
決
意
表

明
で
は
賑
や
か
な
歌
や
踊
り
も
あ

る
中
で
、
東
京
土
建
か
ら
は
小
坂

剛
常
任
執
行
委
員
が
発
言
。
昨
秋

の
大
手
企
業
交
渉
で
は
現
場
の
声

を
集
め
、
交
渉
し
い
く
つ
も
の
改

善
を
は
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、

最
賃
1
5
0
0
円
実
現
を
共
通
の

課
題
と
し
て
た
た
か
う
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。

【
本
部
・
佐
藤
正
雄
記
】
1
月

30
日
、本
部
賃
金
対
策
部
主
催
の
、

第
1
回
配
管
職
種
別
会
合
が
開
催

さ
れ
、
5
支
部
と
本
部
で
14
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
現
場
対
策
活
動
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
、
設
備
系
職

種
へ
の
工
期
・
工
程
の
し
わ
寄
せ

や
不
払
い
被
害
な
ど
、
陰
に
隠
れ

が
ち
な
後
半
の
工
程
職
種
が
抱
え

る
矛
盾
に
光
を
当
て
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
鉄

筋
の
ス
リ
ー
ブ
入
れ
は
本
来
建
築

部
門
の
仕
事
な
の
に
、
な
ぜ
か
設

備
が
や
ら
さ
れ
る
」
「
設
備
工
程

が
確
保
さ
れ
な
い
中
、
隙
を
つ
い

て
作
業
し
て
い
る
」
「
3
千
万
円

近
く
の
追
加
工
事
が
認
め
ら
れ

ず
、
不
払
い
に
遭
っ
た
」な
ど
と
、

日
頃
の
苦
労
が
本
音
で
口
々
に
語

ら
れ
ま
し
た
。
春
・
秋
の
大
手
企

業
交
渉
に
お
い
て
、
サ
ブ
コ
ン
各

社
と
要
求
を
共
有
し
、
協
力
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
も

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
後
の
運
動
の
方
向
性
を
明

確
に
示
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

も
出
ま
し
た
。仲
間
の
声
を
集
め
、

運
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

【
板
橋
・
書
記
・
武
田
栄
一
通

信
員
】
東
京
土
建
板
橋
支
部
は
1

月
22
日
、
板
橋
区
立
文
化
会
館
大

会
議
室
で
ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会
を

行
な
い
ま
し
た
。
議
員
・
区
役
所

職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
組
合
員

以
外
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か

け
、
1
1
3
人（
組
合
以
外
22
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
被
害
に

つ
い
て
―
子
ど
も
達
に
負
の
遺
産

を
残
さ
な
い
た
め
に
―
」
と
題
し

て
中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
の
永
倉
冬
史
さ
ん
が

講
演
。
被
害
の
実
態
や
対
策
の
問

題
点
、
板
橋
区
内
の
高
校
・
小
学

校
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
な

ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

続
い
て
板
橋
区
環
境
政
策
課
か

ら「
行
政
で
の
指
導
と
支
援
策
」、

区
立
金
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か

ら
「
学
校
の
工
事
で
の
対
策
を
求

め
た
経
験
」
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
原
告
か
ら
「
被
害
者
の
闘
病

の
経
験
」
の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
建
材
の
解
体
に
携
わ
る
作
業

員
や
一
般
市

民
の
危
険
回

避
に
向
け
、

さ
ら
に
広
く

知
ら
せ
る
必

要
が
あ
る
と

感
じ
た
」
な

ど
多
く
の
感

想
が
寄
せ
ら

れ
、
今
後
、

地
域
ぐ
る
み

の
運
動
を
築

い
て
い
く
第

一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

あいさつする阿部委員長

会場入り口前で関連資料の
展示を行ないました

求

人

全
国
一
律
の
最
賃
求
め
る

行政報告会を開催
耐震助成開始を確認

署
名
推
進
し
５
月
フ
ェ
ス
開
催

１５００円はまっとうな要求１５００円はまっとうな要求

中
野

春闘で組合員ふやす
小坂常任が改善などを発言

住
民
に
も
知
ら
せ
る

板橋

ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会
開
催

大
企
業
交
渉
に
活
か
す

配
管
で
職
別
会
議
開
く

工
程
で
の
問
題
に
光
を
当
て
る

工
程
で
の
問
題
に
光
を
当
て
る


